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1　研究目的

　　　　　我国のう歯発生頻度は米国幼児ηと比較してかなり高

く，特に近年低年令幼児213レに虫歯の発生率が高くなっ

ていることが知られている。

　虫歯と食物との関係に関する従来の研究はいずれも砂

糖摂取4，5レや間食鯉5，の摂り方について検討したものが

多い。・しかし幼児期の食生活にはこの他に偏食や食欲不

振の間題夏6719も多く，そのために栄養摂取に偏り20⊃を招

く例も少くない。そこで我々は，これら幼児期食生活上

　　　　　　　　　の諸問題が幼児期のう歯発生頻度とどのような関係にあ

るかを検討し，いくつかの知見を得たので報告する。

n 研究方法

　（1）研究対象

　対象は昭和48年1月～49年5月の間に保健指導部に来

所 した健康な1年4ケ月～1年8ケ月幼児のうち，継続

しズ3歳の時点まで経過の開らかな95名である。

　（2）研究方法

　対象幼児が1歳半時（生後1．4～1．8ケ月）に保健揖灘

部に来所した時には，その母親に面接して聞き取り方法

で以下の項目について調査した。まず前日に摂取した食

察の献立，材料，分量を想起させて記入し，次に，食

欲間食の与え方と回数，12種類の食品についての好き

嫌い，野菜の1日の使用回数を聞き取った。

　その他の時期についてはすべてカルテの記載によっ

た。

　貧血に肉しては，母親の妊娠中の貧血の有無について

対象児の初診時における問診，生後1ケ月時のH　b量の

測定値を使用した。

　食欲に闘しては，満1歳時と2歳代（2歳1ケ月～3

歳未満）について調べたo

　身長と体重もカルテの記載を使用した。測定時は出生

時，生後1』ゲ月時、1歳半時（＝ヒ2ケ月），3歳時であ

る。

　　　　　　　　　3歳時におけるう歯の調査もカルテの記載によったが

虫歯の数についてははっきりしなか6たので，有無につ

いて検討した。

皿　研究結果と考察

　　　　　（1）　う歯発生率

　　　　　　　　　　　　　　　　対象幼児95人の3歳時点におけるう歯所有者は35人

（37％）で，これは米国の3才児ユ〕約30勿に比較すると

高いが厘生省値2，87．4％よ．り低かった。

　　　　　　　　　じ　（2）闇食の摂り方とう歯発生頻度

　対象幼児の1歳半時く±2ヵ月）における間食の回数

は1日に1～6回で，1 日2回のものが1・番多く60％で

あった。

　　　　　　　　間食の回数とう歯発生頻度との関係は，第1表の通り

　　　　　　　　　　　　　　　じで，証日の間食回数がふえるにつれてう歯発生率は増加

　　　　　　　　　　　　　　　りした。蘭食1～2回群と3回以上群とのう歯発生率の差

は看意であった。　（Pく0，01）

　第1表 間食回数とろ歯発生頻度．

回数（1 日当り）
人数（人）II ら歯発生率（％）

．．1　回

回3回以上

21
014

28．6
31．7・

1．4

問食の与え方では、規則的に与えている幼児の方がド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　不規則に間食を摂取している幼児に比較してう歯発生率

は低く，特に問食が1日に3回以上になうている幼児は

大多数が時間を決めずに不規則に与えて焼た。

　2歳代（2歳1ケ月～3歳未満）での菓子の与え方を

みると，規則的に与えていた幼児の37％，一 規則に与え

　　　　　　　　　ていた幼児の67％にう歯が発生していた。 ．　 r（’

　以上のように間食は1日に1～2回を規則的に与えた

　　　　ものにう歯発生率が低かった。これは乳児院に収容ざれ

　　　　　　　　　　　　　　　ている幼児が同年令幼児と比較レてう歯発生率が低率で

あるのは，規則的に与えられている間食によると、い：う報

告ど一致する。　　　　　　　　 　　 　』 、』箒
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　1日に摂取した菓子類からの熱量比の多少とう歯発生

率との関係は，第2表のように熱量比が高くなるにつれ
　　ゆ
て，う歯発生率も高くなり，菓子類からの熱量比が4％

　　　　　　　　　　　　　　　　以下のものと，同じく15％以上のもののう歯発生率の差

は有意（Pく0，05）であった。また1～2歳児の間食と

しては，1日当り，牛乳の他に70鋤ca1前後が適量であ

ると考えられるが，対象幼児において，菓子類と乳酸菌

飲料からの熱量が70ca亘以下であった幼児36人（全対象の

　　　し38％）のう歯発生率はこれを200ca1以上摂取していた幼
　　じ児のう歯発生率の％で有意の差（Pく0，02）・があった。

第12集

第2表　1日に摂取した菓子類からの熱最比と

　　　　　　　う歯発生頻度

菓子からの熱孟比 人数（人） oう歯発生率（％）

4鬼以下 22 23

5～9％ 20 30

10～14％ 15
27　

15ん19％ 13 46

20～24％ 、11、 46

25％以上 14 64

表のように，ふだん使用する主な動物性食品8種類につ

　　　　　　　　　　　　　　　　じいては，嫌いな食品の数の多い幼児ほど，う歯発生頻度

が高かった。この動物性食品について，嫌いな食品のな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かった幼児と半数以上即ち4食品以上を嫌った幼児のう

歯発生率の差は有意であった。（P〈0．05）しかし，特

　　　　　　　　　　　　　じ　第3表　動物性食品の偏食数とう歯発生率

偏　食　数

0

1

2

3

4以上
不　明

人　数（人）

15

37

13

18

7

5

う歯発生率（％）

27

38

38

39

71

1日の菓子類からの熱猛比が工5％以上と高かった幼児38

人についてその内容を検討すると，ほとんどの幼児がせ

んべいかビスケット，またはスナック菓子類を摂取して

　　　　　　　　　　　　ロいたが，その他の菓子として，う歯のあった幼児の50％

がアメ，チ3コレート，アソ菓子，ショートケーキを，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65％が乳酸菌飲料かコーラ飲料を摂取しており，う歯の

無い幼児ではそれぞれが28％と45％を示し，これらの食

品の摂取が低い傾向があった。しかし甘味の少ない菓子

　　　　　　　　　　　　類でもその量が多い時には，う歯発生に関係があること

がうか湛われる。

　甘い菓子の与え方については，与えないようにしてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ると答えた幼児の27％に，時々与える幼児では48％にう

歯が発生していた。加藤ηらは2～3歳児における精製

　　　　　　　　　　　　　　された糖質を主食料とした食品とう歯発生の間には有意

の相関があったと報告している。

　甘い菓子類や乳酸菌飲料の摂取時間に関しては，食泰

　　　　　　　　　　　　　　ゆ中であっても食聞であっても，そのう歯発生率に差はみ

られなかった。、。

　　　　　　　　（3） 偏食とう歯発生猿度　

　蛋白性食晶10種類 （牛乳，チーズ，卵，魚，魚製品ン

肉，肉製品，レバ」， 豆腐，納豆）の嗜好調査で1人の
　　　　　　　　　　　　　　じ幼児が嫌いと答えた食品の合計数とう歯発生頻度との関

係を調べたところ，一定の傾向はなかった。しかし第3

　　　　　定の食品とう歯発生率との関係は明らかでなかった。特

　　　　　　　　　　　　　　　　に牛乳はカルシウム含量が高いので，う歯発生との関係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しを検討してみたが，牛乳を好む幼児と嫌う幼児の間のう

　　　　　　　　　　　　　　り歯発生率に差はなく，牛乳摂取量とう歯発生頻度琴も関

連はなかった。また与え方に関して規則的であっても水

　　　　　　　　　　　　　代りに飲みたい時に与えても，う歯発生に差はなかった。

　　　　　　　　　　　し　植物性食品に対する嗜好とう歯発生については以下の

　　　　　　　　　　　　　　　通りであった。果物に関する嗜好とう歯発生には関連が

なかった。 しかし第4衷のように野菜を好む幼児は嫌う

幼児に比較して，う歯発生率が低かった。また第5表の

ように，1日の野菜の平均使用回数が少ない幼児は，1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日に3食とも野菜を使用すると答えた幼児に比較してう

歯発生率は高かった。

　　　　　　　　　　　し第4表　野菜に関する嗜好とう歯発生率

嗜 好林数（人）D醗生靴）

好　き

つう

　い

32
726

・25

146

　　　　　　　　　　　　　　　　第5表　野菜の使用回数（1日当り）とう歯発生率

使用回数

0～1回
2

3

林数（人）

24

51

20

1　　
　う歯発生率（％）

46

35

30
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　献立上の野菜の使用孟が509以下であづた幼児30人の
　

う歯発生率は47％であづたが，50g以上摂取じた幼児の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

う歯発生率は34％であった。しかし野菜とう歯発生率に

関しては，いずれの場合も有意ゐ差ではなかった。

　　　　　　し　（4）　食欲とう歯発生頻度

　食欲に関してに，良好， ふづう， 不良に分け‘ζ，満1

歳時，1歳半時，2歳代の傘欲と3歳時での虫歯に？い

て検討したが，』食欲不振とう歯発生率の間に特定の傾向

は見出されなかった。また1歳半時および2歳代とも食

欲良好であった幼児21人と，岡時点とも食欲不振を訴え

　　　　　　　　　じていた幼児18人の間のう歯発生率にも差はなかった。

　　　　　　　　　　　（5）その他の因子とう歯発生頻度』

　歯の形成には骨の形成と同じように， 蛋白質，カルジ

ウム，マグネシウム等が必要とされる。乳歯は胎生4～

6ケ月よO石灰化が開始され，石灰化が完了（歯根の完

成）するのは生後17～40ケ月鋤といわれる。そこでこの

歯の形成される時期の栄養状態は歯の質として虫歯に対

する素因に関係しないであろうか。

　妊娠中の栄養状態をあらわすもめの1つに盆血が考え

られる。妊娠中の母の貧血の有無および児のエケ月時の

ヘモグロビソ量とう歯発生率とを検討してみ為が，いず

れも影響はみられなかった。

　』離乳の経過についてみるとゼ経過が順調であ ったと母

　　　　　　　　じ親が回答した幼児のう歯発生率は25％であったが，離乳

の経過に何らふの問題（離乳食を食べない6特定の食贔

　　　　　　　　　　　を嫌う）があった幼児のう歯発生率は48％と高かった。

　1歳半時の栄養摂取量については，洛エネ ルギー摂取

　　　　　　　　　　　　　　　　　　量が所要孟より1σ％以上多かった幼児のう歯発生率は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の28％，所要量より10％以上少なかった幼児のう歯発生率

は39％，蛋白質摂取量が所要量より20％以上多かった幼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し児のう歯発生率は31％，所要量に満たなかった幼児のう

歯発生率は44％であった。

　これらの結果から離乳期および低年齢幼児期の栄養状

　　　　し態は後のう歯発生に何らかの影響があるようにみえる。

　断乳の時期に関しては，生後8ケ月以内で断乳したも

のが殆んどであったが，9ケ月以降2歳近くまでのびた

　　　　　　　　　　　　　　　　　ものが8名いたが7名に3歳の時点でう歯がみられた。

しかし例数が少なレ｛あでその関係はたしかではない。

　以上のように離乳中から食事に関して何らかの問題が

あったり，断乳がなかなかできなかったりすることは，

母親の育児態度との関連が考えられるが，このような態

度が幼児期の偏食や間食の不適当な与え方と結びついて
　じ
う歯発生の一因になる場合が多いのではないかと考えら

れる。なお哺乳ビン鋤の使用は，前歯の虫歯に関係する

という指摘もあるが，対象児においては，哺乳ビンの使

用をやめた時期とろ歯発生に関係はなく，1歳未満でや

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　めた11人と2歳すぎても使用していた12人のう歯発生率

に差はなかった。

　歯の形成には，昏と同b栄養索が必要とされるので，・

身体発育と袖盤とに鶴が磯係がな叫1騨Lて

みた謡蝋1朔時1磯半晦識時穆長鉢
勲すべての時期において，身畏に関ばもデ輝鷹

しても，鞠値より小さい幼児の方がゴ．袖値よ舛ぎ

い幼児に轍し℃ わずか服あるがう鱗蝉醜か

った． しかし統計的に鮪意ではない西禍然であ赫

もしれない．又例数砂ないのでさら厳討ず硬夢

麗灘嘩ぢ単児嘩体重騨1つ
　本研究では，食生活以外そぢ歯発生に関係があると恵

われる両親の歯の質との関係，1「歯み示き，仏素塗布，定

期検診等にっし・て鰹て轡鑓ら！郷贈し
て検討する予定である。

IV
結　、論

　1歳半時（土2ケ月）誰よび2歳代（2歳1ケ月ん3
歳未満）における食生活および食習慣が明らかな幼児95

名について，3歳時におけるう歯の有無と食習慣とを検

討したところ1…i次のよ与な関係を見出した5・ 1歳半時の
　　　　　　　　　　　　食生活のあ：り方がその後のう歯発生に相当影響を及ぽす

ものど思われるづー冗∴

1）間食回数が1日・3 回以上であった幼児は 1ん2回の
　　　　　　　　　　幼児より．有意にう歯が多かづた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
2） 1日の菓子からの熱量が15％以上であった幼児のう

　歯発生率は， 4％ （約40ca1）以下であづた幼児のそれ

　よりも有意に高かった。

3）菓子類と乳酸菌飲料からの熱量が200cal以上であっ

　た幼児のち歯発生率は70ca1以下の幼児より有意に高

　かった。

4）甘い菓子については，母親が与えないようにしてい

　ると答えた幼児の方が，時々与えているという幼児よr

　　　　りう歯発生率は低い傾向があった。

　　　　　　　　　　5）間食の内容は，う歯のある幼児の方に，アメ，チョ

　コレート，アソ菓子，ショート ケーキ，乳酸菌飲料，

　コーラ飲料などの摂取が多い傾向がみられた。

6）動物性食品8種類のうち，半数以上の食品を嫌って一

　　　　　　じ　いた幼児のう歯発生率は，嫌いな食品のない幼児に比

　較して有意に高かづた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）野菜を好む幼児は嫌う幼児に比較して，う歯発生率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　が低く，又1日の野菜の使用回敬の多い幼児ほどう歯

　発生率は低い傾向があった。しかしこれについては有

一125一



意差はなかった。
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